（別紙１）
予算要求資料
平成25年度9月補正予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：林業費　目：県産材流通対策費
	事業名: 木質ﾊﾞｲｵﾏｽｴﾈﾙｷﾞｰ導入促進支援加速化事業費（24補正分）
　　　　（森林整備加速化・林業再生基金）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　　　　　林政部　県産材流通課　木材生産係　電話番号：058-272-1111（内3016）

　　　　　　　E-mail：c11545@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　 補正要求額：420,000千円

（現計予算額：980,400千円　　　補正後予算額：1,400,400千円）
	要求内容


	１　要求の内容


平成２４年度国補正予算（第１次）の森林整備加速化・林業再生事業を活用し、木質バイオマス発電施設及び木質バイオマス加工流通施設等の整備に支援するものであるが、事業主体となる新会社が４月に設立され、平成２６年秋の運転開始に向け、木質バイオマス発電施設整備の支援を４．２億円増額する。
（１）木質バイオマス発電施設の整備に対する資金融通
　　補助率：定額

　

（２）木質バイオマス加工流通施設（木質燃料チップの製造及び供給）の整備に対する補助
　　　　補助率：１／２

　　
	２　所要経費


（１）木質バイオマス発電施設の整備に対する資金融通　
787,550　→　1,207,550千円

（２）木質バイオマス加工流通施設（木質燃料チップの製造及び供給）の整備に対する補助

　　　192,450千円

（３）事務費

　　　400千円
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金
負担金
	使用料
手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	現計
予算額
	980,400
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	980,400

	補正
要求額
	420,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	420,000

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


（別紙２）
事業評価調書
	□  新規要求事業　

	

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	　再生可能エネルギーの一つである木質バイオマスを利用した発電事業により、森林整備の促進と山村地域における雇用の創出など、木質バイオマス発電による産業化を促進するため、木質バイオマス発電施設及び加工流通施設の整備を支援する。


（目標の達成度を示す指標と実績）　　　　　　　　　　　　（単位：千㎥/年）
	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	木質バイオマス利用量
（燃料用途）
	11
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（H22）
	12.4
（H23）
	－
	12.5
（H24）
	24

（H28）
	52％


○指標を設定することができない場合の理由
	


（平成25年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

平成25年度の取組予定
　・木質バイオマス発電施設の整備支援

　　　民間事業者（瑞穂市）　　　　　　　　　１箇所

　・木質バイオマス加工流通施設の整備支援

　　　民間事業者（瑞穂市）　　　　　　　　　１箇所


（平成25年度の成果）

	・平成25年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果
木質バイオマス発電施設及び木質バイオマス加工流通施設が整備されることにより、発電の燃料となる間伐材等未利用木材の利用が促進されるとともに、森林整備の促進と山村地域における雇用の創出が促進され、木質バイオマス発電による産業化が図られる。



	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	　地球温暖化対策や東日本大震災の教訓から、再生可能エネルギーの一つである木質バイオマスエネルギーに対して期待が高まっており、事業の必要性は高い。


	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

－

	　平成２５年度事業未実施のため、評価に至らない。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	　より一層の事業効果が発揮されるよう木質バイオマス発電施設だけでなく、発電の燃料となる木質チップを製造する木質バイオマス加工流通施設の整備も支援するなど、事業の効率化を図っている。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　発電施設が長期にわたり効率的に稼働できるよう、燃料となる木材の安定供給や発電事業の安定運営に必要な調整等が課題であり、その役割を担う「岐阜木質バイオマス協議会」の円滑な運営が重要となっている。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか
　再生可能エネルギーの一つである木質バイオマスエネルギーの利用促進を図り、木質バイオマス発電による産業化を促進するため、「岐阜木質バイオマス協議会」の円滑な運営支援等、必要な支援を検討していく必要がある。


